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(57)【要約】
【課題】再測定を必要とせずに、データに対して再順序
付けを行うこと。
【解決手段】本発明は、文書処理システム（ＤＰＳ）に
対してキャリブレーションを行う際に用いられる出力を
有効なものとする。キャリブレーションターゲットは、
ＤＰＳ出力の範囲を評価するために生成される。このタ
ーゲットは、複数のターゲット要素と、ＤＰＳ出力にお
けるターゲット要素の物理的レイアウトを表現する要素
オリエンテーション情報とを含む。ＤＰＳ出力は、キャ
リブレーションターゲットとともに生成される。ＤＰＳ
出力の特性値は、個々のターゲット要素に対応して測定
される。ターゲット要素の測定に対して誤った順序付け
がなされたことが認識されれば、ＤＰＳのターゲット要
素の測定値は、再測定を必要とせずに、適切なキャリブ
レーション関数を計算するための所望順序に基づいて再
度順序付けがなされる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のターゲットから文書処理システム（ＤＰＳ）をキャリブレートして、該ターゲッ
トに基づいたＤＰＳ出力から前記ＤＰＳに対するキャリブレーション機能の計算を実行す
る方法であって、
　前記ターゲットに対応した複数のパッチを有する前記ＤＰＳからの出力を発生させる段
階と、
　前記出力における前記複数のパッチの各々に対する予測された測定値を測定装置に提供
する段階と、
　前記出力を測定するために前記測定装置において利用可能な少なくとも１つの制御ファ
イルに対応する視覚的表現を前記ＤＰＳのユーザに提供する段階であって、
　　前記測定装置において利用可能であって前記ユーザに提示するための正しい出力レイ
アウト及び測定順序を含む可能性が高い、制御ファイルのサブセットを抽出すること、を
含む段階と、
　前記ユーザが前記出力と一致する前記視覚的表現に対応する制御ファイルを選択する段
階と、
　前記視覚的表現と一致する前記出力を前記測定装置に配置する段階と、
　選択された前記制御ファイルを用いて前記出力を測定する段階と、
　前記測定から前記キャリブレーション機能を計算する段階と、
を含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、イメージングシステム（imaging system）の分野に関し、特に、所定のター
ゲットに関してイメージングシステムに対しキャリブレーションを行うシステムであって
、キャリブレーション関数（calibrating function）を計算するためにターゲットに基づ
くシステム出力を利用することができるシステムに関する。キャリブレーション関数の計
算を目的として上記出力を測定することにより、システム出力と所定のターゲットとの間
の不一致が検出された際には、上記出力を再度測定する代わりに、上記出力は、オペレー
タガイダンスに従って、または、比較誤差を最小化することにより自動的に再順序付け（
reorder）がなされる。これにより、キャリブレーション関数の計算のために、上記測定
された出力を効果的に用いることができる。
【背景技術】
【０００２】
　一般にネットワークまたはインターネットを介して通信される、イメージ（image）ま
たは文書（document）は、電子的な表示により、または、プリンタのようなマーキングエ
ンジン（marking engine）を用いて上記文書を紙に物理的に印字することにより、システ
ムユーザに認識される。大規模のネットワーク上でこのような装置のスペーシング（spac
ing）を行うことにより、装置の操作において正確性および一貫性が必要となる。したが
って、このような装置、特にカラーイメージングでは、キャリブレーションを規則的に行
うことになる。本発明は、詳細には、このような装置、特にプリンタに対して容易にキャ
リブレーション処理を行うことに関する。
【０００３】
　文書処理システム（ＤＰＳ）は、文書および該文書の構成要素を、構成、生成、印字、
変換、格納および保存する装置のセットに関する。このような装置には、プリンタ、スキ
ャナ、ＦＡＸ機械、電子図書館（electronic library）、およびこれと同等のものが含ま
れる。本発明は、印字システムに特に関連のある状況を扱い、この状況をＤＰＳの主要例
として説明するが、本発明をそういった特定の印字アプリケーションに限定されるように
解釈すべきではない。任意のＤＰＳが本発明の利点から利益を得ることが意図されている
。
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【０００４】
　プリンタにより処理される、予め選択されたセットのターゲット入力信号、例えば選択
されたセットのＣＭＹＫ信号値を供給し、この入力信号に対応する出力信号を生成するこ
とにより、一般的に、プリンタに対するキャリブレーションが行われる。ＤＰＳのキャリ
ブレーション関数を決定するために出力カラーの測定が実行されて、ＤＰＳが所望の出力
カラーを正確に出力するよう入力信号が適切に調整される。換言すれば、所望の出力カラ
ーを適切な入力信号に変換するべく適切なマッピング関数が定義されるように、プリンタ
に対する特性付け（characterization）操作を決定しなくてはならない。このようなキャ
リブレーション操作およびキャリブレーション関数の決定については、当該分野において
よく知られているので、本明細書では、「適切なキャリブレーション関数の計算を実行す
るプログラムされたソフトウェアが、テストターゲット入力信号と、測定された装置の出
力信号との間における正確な対応を必要とする」ということを除いて、詳細には説明する
必要はない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　先行技術にかかるシステムは、様々な欠点を有している。不正確な順序付けは、測定値
において、具体的に順序付けの誤りとしてではなく、単に包括的な不一致として検出され
るのみである。訂正するためには、ユーザは、時間がかかりかつさらに退屈なタスクであ
る新たな測定を行うことを要求される。密接に接続された環境では、ユーザの測定ステー
ジ（stage）に対して適切な制御ファイルおよび特定の指示を用意することにより、測定
ステージにおける誤ったオリエンテーション（mis-orientation）の確率をいくらか低減
することができる。しかしながら、より分散された環境（例えば、ウェブ上でカラー特性
付けサービスを提供するような環境）では、広範囲のカラー測定についてこのレベルのサ
ポート／文書化（documentation）を行うことは、さらに困難となる。
【０００６】
　本発明が扱い、かつ、一般にキャリブレーション処理で見受けられる課題とは、カラー
の特性付け／キャリブレーション処理のためにテスト出力が生成される際に、まさにシス
テムが入力信号に基づく印字出力を制御するので、入力信号が既知となるだけでなく、こ
の入力信号がどのように変換されて紙に印字されるかについても既知となる。しかしなが
ら、測定処理は既知ではない。システムは、ユーザが、実際に、システム出力すなわち出
力文書のオリエンテーションをどのように測定しているか、および、測定処理においてど
のような測定アルゴリズムをが用いられるかを制御することができない。
【０００７】
　図１ａ～図１ｈは、それぞれが入力ターゲットにおける異なるテストターゲット要素に
対応する、複数の出力要素２０を備えた、出力文書の一例を示し、ここでは、８つのあり
うる異なる測定順序が示されている。測定処理は、通常、測定ヘッド３４がページ全体を
機械的に移動して各出力パッチ要素の色を当て（hit）かつ測定するように、測定圧盤（p
laten）３０の上に出力文書を配置することにより、自動化されている。図１における種
々の測定順序から、同一セットの出力パッチを、測定ステージで実行される制御に依存し
て、多くの異なる順序で測定できることが明らかである。しかしながら、キャリブレーシ
ョン関数の計算には、特定順序の印字と測定とを正確に対応させることが必要となる。正
確な対応がなされていないと、キャリブレーションソフトウェアは、キャリブレーション
関数を計算することができなくなる。
【０００８】
　キャリブレーション関数を計算することができないように、「不正確な」順序の測定が
実行される際には、先行技術にかかるシステムは、この不正確な測定順序を検出する完全
性チェックを導入することにより上記課題を扱い、オペレータに出力文書を再測定させて
いる。このような再測定は、上述したように、オペレータにさらなる仕事と時間を要求す
る。不正確な順序の測定は、典型的には、オペレータがどういうわけか出力文書を誤った
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方向への位置にはじき飛ばした結果として、または、制御アルゴリズムのアプリケーショ
ンが出力パッチ要素についての不正確な順序の測定を用いた際にも生ずる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様は、文書処理システム（ＤＰＳ）に対してキャリブレーションを行う方
法であって、上記ＤＰＳに対する複数のターゲット要素を含むターゲットを設ける工程を
具備する方法である。出力は、上記ターゲットを用いて前記ＤＰＳより生成される。上記
出力は、上記ターゲット要素に対応する複数の出力要素を含む。上記ＤＰＳ出力は、上記
ＤＰＳについてのキャリブレーション関数を計算するために、上記ターゲットに関連して
測定される。上記測定が上記ターゲット要素と上記出力要素との間に不一致が指示すれば
、上記出力要素は、上記測定された出力要素を上記ターゲット要素に一致させるために再
度順序付けがなされることにより、上記出力要素を再度測定しなくとも、キャリブレーシ
ョン関数を計算することができる。
【００１０】
　本発明の別の態様は、上記キャリブレーション関数は、上記ターゲットの測定について
の所定値を予測することを含む。上記キャリブレーション関数の計算が上記所定値からの
しきい値誤りを超えた際に、上記不一致が指示される。このような不一致は、上記測定工
程により定められる、ターゲット要素の測定についての連続した順序に関連して、または
、上記設けられたターゲットからの上記ＤＰＳ出力の位置「跳ばし」に関連して、発生し
うる。
【００１１】
　本発明の別の態様は、上記キャリブレーション関数を計算する際に最小誤り値を決定す
ることと、上記最小誤り値を、上記測定された出力要素データに対する正確な順序付けを
示すものとして解釈することと、を含む。最小誤り値については、上記ターゲット要素に
関連して、上記出力要素の適当な順序のセットから計算することができる。
【００１２】
　本発明の別の態様は、再度の順序付けを半自動式または自動式に実行することができる
ことである。半自動式の方法により訂正を行うことは、測定ステージについての出力文書
オリエンテーション、または、出力パッチ要素についての測定順序を、オペレータが視覚
的に確認することを含む。視覚的に確認を行うことは、システムが最も適当なオリエンテ
ーションおよび測定順序を提示することと、オペレータが選択することと、を含む。自動
式の訂正は、キャリブレーション関数を計算する際に誤り値を決定することを含む。誤り
がいくつかの所定しきい値を超えた際には、システムは、入力ターゲットと測定された出
力との間の不一致を識別する。最小誤り値が決定されるまで、測定処理についてのありう
る再順序付けが実行される。最小誤り値は、正確な再順序付けに関連している。この後、
キャリブレーション関数は、訂正された再順序付けより計算される。ターゲットに関連す
る所定値については、プリンタに対する以前のキャリブレーション、または、プリンタの
モデルから計算することができる。
【００１３】
　本発明の別の態様は、測定ステージが入力ターゲットに関連して出力の正確な順序付け
を用いて完成されるのみであることを確認することにより、キャリブレーション関数の計
算を促進する、キャリブレーションシステムである。本方法は、ＤＰＳに対するターゲッ
トを設けることと、該ターゲットを対応する測定処理に関連させることと、を含む。上記
出力は上記ＤＰＳにより生成される。上記出力は、キャリブレーション関数を計算するた
めの測定装置における選択された位置で測定されるように配置される。測定の前に、ＤＰ
Ｓのユーザは、測定についての出力の所望位置を含んだ対応する測定処理を、視覚的に提
示される。ユーザは、出力を適切に測定しかつキャリブレーション関数を計算することが
できるように、上記提示に関連して、出力の選択された位置を確認する。対応する測定工
程を提示することには、ユーザに対して、ＤＰＳキャリブレーション工程に関する、正し
い順序での測定を提供する、配置された出力の、或る選択された位置の画像化が含まれる



(5) JP 2009-201151 A 2009.9.3

10

20

30

40

50

。測定システムに様々な制御ファイルが保存されていれば、これらの制御ファイルのそれ
ぞれに対応する視覚的なサムネイル表現が表示され、かつ、ユーザは、測定すべきターゲ
ットと一致するサムネイルを選択し、表示されたオリエンテーションにおいてターゲット
を志向させる。ユーザに提供される、ターゲットの視覚的な表現、および、測定ステージ
のための制御コマンドは、ターゲットレイアウトとともに生成され、好ましくは、測定ス
テージで用いることが可能なオペレーティングソフトウェア内で単一の制御ファイルとし
て１つにまとめられる。
【００１４】
　本発明の主要な利点は、出力を生成するためにＤＰＳがどのターゲット入力を用いたか
に関連してオペレータが測定ステージについて出力を不正確に配置した際に、キャリブレ
ーション関数を計算するためにＤＰＳ出力を再度測定しなくてはならなくなることを防ぐ
ことである。
【００１５】
　本発明の別の利点は、測定ステージを適切に実行するためにシステムが位置および測定
に対して予期することについての、好ましくは視覚的な表示部により、オペレータに予備
的にアドバイスすることにより、測定ステージについての正確なオリエンテーションおよ
び順序付けを容易とするシステムである。
【００１６】
　本発明のさらに別の利点は、キャリブレーション関数を計算する際に制御パッチの測定
順序における跳ばしまたはシフトに起因する不一致を、半自動式にまたは自動式に訂正す
ることである。
【００１７】
　本発明の第１にかかる文書処理システムに対してキャリブレーションを行う方法は、前
記ＤＰＳに対する複数のターゲット要素を含むターゲットを設ける工程と、前記ターゲッ
トよりＤＰＳ出力を生成する工程であって、該ＤＰＳ出力が、前記ターゲット要素に対応
する複数の出力要素を含む工程と、前記ＤＰＳに対するキャリブレーション関数を計算す
るために、前記ターゲットに関して前記ＤＰＳ出力を測定する工程と、を具備し、前記測
定工程が、前記ターゲット要素と前記出力要素との間における不一致を指示し、前記測定
された出力要素を前記ターゲット要素に一致させるために、前記測定された出力要素に対
して再度順序付けを行うことにより、前記出力要素を再度測定しなくとも、前記キャリブ
レーション関数を計算することができることことを特徴とする。
【００１８】
　本発明の第２の態様にかかる文書処理システムに対してキャリブレーションを行う方法
は、上記第１の態様において、不一致を指示する前記測定が、前記測定工程により定めら
れる、ターゲット要素の測定についての連続した順序に関するか、または、前記設けられ
たターゲットからの前記ＤＰＳ出力の位置跳ばしに関することを特徴とする。
【００１９】
　本発明の第３の態様にかかる文書処理システムのためのキャリブレーションシステムは
、ターゲット要素の選択されたシーケンスを含むキャリブレーションターゲットから生成
される前記ＤＰＳの出力であって、当該出力が、ターゲット要素に対する、出力要素の対
応するシーケンスを含むものであり、前記出力と前記キャリブレーションターゲットとの
間におけるキャリブレーション関数を、ターゲット要素と対応する出力要素との比較に基
づいて計算するために、前記出力要素の特性を検知する検知部を含むコントローラであっ
て、ターゲット要素の選択されたシーケンスと出力要素の対応するシーケンスとの間にお
ける不一致であって比較のために、ターゲット要素の選択されたシーケンスに対する、出
力要素の検知の誤った順序付けに起因する不一致、を示すエラー識別部を含むものであり
、及び、比較のために出力を再順序付けするための調整部であって、計算が、出力要素及
びターゲット要素の正しいシーケンスに基づくものであり、を具備することを特徴とする
。
【図面の簡単な説明】
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【００２０】
【図１ａ】選択的なオリエンテーション、および、複数のテストパッチ出力についての測
定順序を示す図
【図１ｂ】選択的なオリエンテーション、および、複数のテストパッチ出力についての測
定順序を示す図
【図１ｃ】選択的なオリエンテーション、および、複数のテストパッチ出力についての測
定順序を示す図
【図１ｄ】選択的なオリエンテーション、および、複数のテストパッチ出力についての測
定順序を示す図
【図１ｅ】選択的なオリエンテーション、および、複数のテストパッチ出力についての測
定順序を示す図
【図１ｆ】選択的なオリエンテーション、および、複数のテストパッチ出力についての測
定順序を示す図
【図１ｇ】選択的なオリエンテーション、および、複数のテストパッチ出力についての測
定順序を示す図
【図１ｈ】選択的なオリエンテーション、および、複数のテストパッチ出力についての測
定順序を示す図
【図２】測定ステージでのターゲットの配置を導くために、ターゲットの表現をどのよう
にグラフィック／イメージで用いることができるかを示す概略図
【図３】本発明に基づいて実行されるキャリブレーション処理の自動式または半自動式訂
正のいずれかについて実行される工程を示すフロー図
【図４】キャリブレーション関数を計算するための測定実行の前にオリエンテーションお
よび測定順序を確認するための本発明の別の実施形態における工程を示すフロー図
【図５】キャリブレーション関数を計算するための測定実行の前にオリエンテーションお
よび測定を確認するための本発明のさらに別の実施形態を示すフロー図
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明は、具体的には、キャリブレーション関数を計算するためのすべての適切なデー
タが利用可能であるという事実を利用することにより、不正確な測定順序が実行された後
であっても、再測定処理を不要にする。不正確な順序の測定を正確な順序の測定に再順序
付けを（re-order）行うことができる。測定順序間でありうる不一致については、特性付
けソフトウェア、測定ステージにおけるターゲットについての種々のありうるオリエンテ
ーション（orientation）により決定される実際の測定順序、および、この測定順序を定
義する種々のありうる制御ファイルにより、決定された測定順序が正しくなるように、予
想することができる。本発明によれば、ターゲットについてのありうる誤ったオリエンテ
ーション（mis-orientation）を考慮し、かつ、いずれがこのターゲットに対応するかを
自動的または視覚的のいずれかで決定することにより、時間がかかりかつ骨の折れる再測
定を必要とせずに、データに対して再順序付けを行うことができる。したがって、測定時
に上記ターゲットを正しく判断（orient）するようユーザを導く方法を提供することによ
り、誤ったオリエンテーションの可能性が低減される。
【００２２】
　ＤＰＳのカラー特性付けは、大まかにいえば、２ステップの処理として実行される。第
１ステップでは、特性付けソフトウェアは、ターゲット（例えば図２）を生成する。この
ターゲットは、特性付けられるＤＰＳに印字またはイメージされうるＤＰＳ制御信号（例
えばＣＭＹＫ信号）の形式、で指定されるカラーパッチ（color patch）のセットを有す
る。印字されたターゲットは、この後、測定ステージで測定される。第２ステップでは、
測定されたターゲットは、特性付けソフトウェアに供され、このソフトウェアは、ターゲ
ット制御値とＤＰＳ測定値との間における一致を用いて、ＤＰＳ特性付けプロファイルを
得る。このようなプロファイルはマッピングまたは制御関数であり、簡略化のために、本
明細書では、このようなプロファイルを「キャリブレーション関数」と称する。
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【００２３】
　印字用に生成されるターゲットは、典型的には、１つ以上のページ上の２次元のレイア
ウト（layout）であるので、このターゲットについての測定値は、測定ステージにおける
ターゲットページについての多くの異なるオリエンテーションを用いて、および、パッチ
にアクセスするための多くの異なる順序で、すなわち、例えば、図１ａ～図１ｈに示すよ
うに、行全体にわたって左から右の方向にこれらの行の間を上から下まで移動し、または
、列全体にわたって上から下の方向に、列の間を右から左まで移動する順序で、生成され
うる。しかしながら、特性付け処理を機能させるためには、特性付けソフトウェアは、ど
の測定がターゲットの生成に用いられる装置制御値のどの組に対応するかを認識している
必要がある。従来、これについては、特性付けソフトウェアが必要とする固定測定順序を
、例えば、ターゲットが該ターゲットにおける（例えば）テキストが（図２に示すように
）まっすぐに正面が保持されている際に、行全体にわたって左から右の方向に、行の間を
上端から下端に移動するものとして、取り組んできた。かかるシステムは、ターゲットパ
ッチに対して固定した測定順序を当然のこととしているが、不正確な順序により生成され
たターゲットについての測定値が与えられれば、全体的に役に立たない特性付けが得られ
るか、または、ソフトウェアが「完全性チェック」を含んでいれば、不正確な順序付け（
ordering）は、プリンタの想定される動作からの大きな逸脱として検出されて、ユーザが
正確な測定順序を用いて新たな測定を行わなければならなくなるか、のいずれかの結果と
なる。
【００２４】
　＜「誤ったオリエンテーション」により生成された順序付け誤りに対する自動式および
半自動式検出および訂正＞
　図３に示すフロー図を参照するに、本発明は、測定値に対する再順序付け（reordering
）処理により、測定ステージにおけるターゲットについての共通の「誤ったオリエンテー
ション」から回復できる、という事実に依存する。この再順序付けについては、ユーザか
らの視覚的な確認、または、カラー測定値と装置制御値との自動式相互関係のいずれかに
よって、導くことができる。
【００２５】
　以下の説明では、キャリブレーションターゲットは、数百のテストパッチを備えた単一
のページであるものとする。説明の簡略化のために、図１および図２には、いくつかの例
示的なパッチしか示されていない。しかしながら、同じ技術を印字ページのそれぞれに対
してかつページを越えて適用することにより、（あるいは、ターゲット生成ステップから
のページ毎の既知数のパッチ、および、あるページに対応する測定値は隣接するという道
理にかなった仮定を用いて、生の測定値をページ毎に分割することにより）本方法を多数
のターゲットページに対する汎用化を行うことができる。カラー特性付けターゲットの一
例は、図１ａ～図１ｈに示されており、これらの図に示した順序のうち任意のものにより
測定されうる。
【００２６】
　ターゲットは、印字された際（４２）の出力パッチがページ上において長方形グリッド
（これは通常はそうであるが必須要件ではない）との関係でまっすぐに正面を向くように
、ターゲットがキャリブレーションソフトウェアにより生成される（４０）。
典型的な自動化されたカラー／スペクトル測定ステージ（stages）３０は、ソフトウェア
から測定制御ファイルにアクセスする（４４）。さらに、このステージ３０は、ターゲッ
トを該ステージに配置し、この後、パッチ３２が上記ステージの上に現れる（例えば、行
全体にわたって左から右の方向に、これらの行の間を上端から下端まで移動するか、また
は、列全体にわたって上端から下端の方向に、これらの列の間を右から左にまで移動する
）際に、このパッチ３２に対する測定シーケンスを制御ファイルにより指定することによ
り、このようなターゲットを容易に測定する方法を提供する。ターゲットおよび測定ステ
ージを跳ばす（flip）／回転させることによる様々な方法で、測定ステージにおけるター
ゲットオリエンテーションを潜在的に変化させることができ、制御ファイルは、パッチが
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測定される順序を変更することができる。ターゲットの配置および制御ファイルにおける
これらの様々な自由度のおかげで、ターゲットカラー／スペクトル測定のシーケンスと、
ページ上のターゲットについての物理的な配置との間に、ありうる様々な対応関係が存在
する。従来のシステムでは、通常、これらの対応関係のうちの１つのみが正しいものとし
て許容され、その他のものは、結果として不正確な特性付けとなってしまうか、または、
ユーザによる再測定を必要とする。本発明は、かかる課題を解決するために、種々のあり
うる潜在的な一致を自動的に決定し、かつ、そのうちの正確なものを決定する。図１に示
すものと同様な方形のターゲットレイアウトについて、ページにおけるターゲット領域が
次に示す（例えば、ターゲットがテキストが直立するよう志向するように指定された（図
２））８つの順序のうちの１つの順序により測定されることが、最も適当である。（１）
行全体にわたって左から右の方向に、これらの行の間を上端から下端の方向に移動する。
（２）行全体にわたって左から右の方向に、これらの行の間を下端から上端の方向に移動
する。（３）行全体にわたって右から左の方向に、これらの行の間を上端から下端の方向
に移動する。（４）行全体にわたって右から左の方向に、これらの行の間を下端から上端
の方向に移動する。（５）列全体にわたって上端から下端の方向に、これらの列の間を右
から左の方向に移動する。（６）列全体にわたって下端から上端の方向に、これらの列の
間を右から左の方向に移動する。（７）列全体にわたって上端から下端の方向に、これら
の列の間を左から右の方向に移動する。（８）列全体にわたって下端から上端の方向に、
これらの列の間を右から左の方向に移動する。これらの測定順序は、図１に図示されてい
る。例えばヘビ状スキャン（serpentine scan）のようなさらなる順序についても同様に
考えられるということに留意されたい。
【００２７】
　測定データが、正確に対応するデータから取得されれば（４５）、キャリブレーション
関数を計算することができ（４６）、処理が完了する（４８）。そうでなければ、本発明
は、測定を行わない訂正を用意する。
【００２８】
　本発明（半自動式訂正）の一実施形態では、特性付け／プロファイリングソフトウェア
は、キャリブレーションターゲットと同一の数の行および列を有する、８つの異なる方形
グリッドのパッチ（これは既知となっている。なぜならば、ターゲット自体は特性付けソ
フトウェアにより生成されたからである。）を再生成する。各グリッドにおけるパッチの
カラーは、上述した８つの測定順序で、ターゲットパッチに対してカラー／スペクトル測
定値を配置することにより、設定される。この後、これらの異なる方向のグリッドがユー
ザに対してディスプレイを通して示され（５２）、ユーザは、物理的に印字されたＤＰＳ
出力がテキストをまっすぐに正面を向けて（テキストが存在しなければ、物理的ターゲッ
トのオリエンテーションを指定するために別の方法、例えば、シアンの楔（cyan wedge）
が上端に位置しかつ最も飽和度に達した（saturated）シアンのパッチが左に位置するよ
うな方法を用いることができる。）保持されている際に、そのオリエンテーションが上記
ＤＰＳ出力のオリエンテーションに一致するもの（グリッド）を選択するように要求され
る。ユーザが印字されたターゲットに一致する方形グリッドレイアウトの数を一旦入力す
れば（５４）、物理的ターゲットパッチと測定データとの間における一致が、明らかに確
立される。物理的ターゲットは、特性付けソフトウェアにより生成されるので、このソフ
トウェアは、この一致を用いて、装置制御値と、ターゲットパッチのそれぞれについての
測定値との間の一致を取得することができる。この後、測定されたデータを用いて特性付
けが実行される（５６）。多数の可能性のある（例えばヘビ状スキャンのパッチを有する
）測定順序をテストするためには、ユーザが一致を指示するまでは、複数のオリエンテー
ションを持つ複数のディスプレイスクリーンを用いることができる（以前のスクリーンに
おける最も一般的な「誤ったオリエンテーション」を組織化することにより、これをさら
に効果的なものとすることができる）。加えて、第１ステップとして、すべての方形グリ
ッドを生成することに代えて、物理的ターゲットと一致する、デフォルトの仮定順序（de
fault assumed order）に対応する単一の方形グリッドをユーザに示して、物理的ターゲ



(9) JP 2009-201151 A 2009.9.3

10

20

30

40

50

ットを有するレイアウトを視覚的にチェックするように該ユーザに要求することができる
。この後、ユーザがこの順序が不正確であると指示した場合にのみ、すべての他の方形グ
リッドを生成かつ表示する第２ステップを実行することができる。自動式完全性チェック
がターゲットレイアウトにおいて誤りを指示した場合にのみ、視覚的検証が呼び出される
ように、システムを設定することもできる（これにより、プリンタ特性付けは、問題が発
生しなければ、ユーザの介入を最小限にしつつ続行することができる）。
【００２９】
　本発明の別の実施形態（自動式訂正５８）では、プリンタの特性についてのいくらかの
情報を用いて、さらに処理を自動化することができる。例えば、プリンタ（または同様の
クラスのプリンタ）についてのプロファイルモデルが（例えば、以前のキャリブレーショ
ンから）利用可能であれば、ターゲットの生成に用いられる装置制御値を、ターゲットパ
ッチについて予想カラー値を決定するために用いることができる。この後、これらの値に
ついては、ターゲットパッチについてのありうる仮定測定順序のそれぞれを用いて、測定
された値に対応するように、再順序付けを行うことができる。この後、これらの予測（pr
edictions）において対応するカラー値と、実際の測定値との間におけるカラーの相違（
例えば誤り値ΔＥ）を、仮定測定順序のそれぞれについて、計算することができる（６０
）。さらに、最も適当な（likely）測定順序を決定するために、これらの相違を用いるこ
とができる。例えば、最も適当な測定順序は、最小平均（またはいくつかの他の統計的な
）カラー相違を与える（６２）場合として、決定されうる。異なる順序で予測を並べる代
わりに、測定されたターゲット値を、同一の（または非対称カラー相違についてほとんど
同一の）結果を与える異なる順序で並べることができる。自動化されたシステムが、視覚
的なチェックのためユーザに合理的に提示できるものよりずっと多くの数の「誤ったオリ
エンテーション」を隅々まで容易に探すことができることに留意されたい。この後、その
ようにして決定された正確な順序は、キャリブレーション関数を計算するために用いられ
る。プリンタの特性についての以前の情報がない場合にあっても、本発明を適用すること
ができるが、キャリブレーション関数は、妥当な装置のみを形成するように適当に制限さ
れる、ということに留意されたい。例えば、キャリブレーション関数は、パラメトリック
装置モデルに依存するか、または、乱雑なデータを正確に表現することを防ぐ機能的フォ
ームを有することができる。この場合には、様々なありうる測定順序についてのキャリブ
レーション関数を決定し、かつ、測定されたターゲットパッチを表現する際に決定された
キャリブレーション関数の制度に基づいて順序を選択する力任せ手法により、正確な測定
順序を容易に決定することができる。
【００３０】
　第３の実施形態では、第１および第２の実施形態の方法を、順序の数を適当に小さなセ
ットにまで選別しかつありうる順序のシーケンスを決定して表示する（すなわち、最もあ
りそうな順序を最初に表示する等）ために用いられている平均カラー相違と、結合するこ
とができる。最終的に、レイアウトのうちの１つが、物理的ターゲットと視覚的に比較さ
れた後に、選択される。
【００３１】
　本明細書で説明される方法は、ユーザの測定環境上において制御がなされていないよう
な、ウェブをベースとした（またはその他の分散型の）カラープロファイリングシステム
（このシステムは、また、測定装置についての所定の多様性をサポートすることが困難で
あろう）において、特に有用である、ということを再度言及しておく。モニタのカラーの
特性は適切に標準化されており、かつ、モニタについての比較的に容易なキャリブレーシ
ョン方法が利用可能であるので、図３のタイプのターゲットレイアウトを、非常に良好な
カラー精度でスクリーンに表示させることができる。
【００３２】
　図４を参照して、測定ステージでの不一致（mismatch）を防止する別の実施形態を説明
する。
【００３３】
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　＜測定ステージでの正確なターゲットオリエンテーションを援助するためのソフトプル
ーフィングの利用＞
　測定ステージにおける、ターゲット生成７０、ＤＰＳパッチ出力７２および出力パッチ
の配置（disposition）７４は、上述した方法におけるものと同一である。ユーザがGreta
g（登録商標）Spectrolino（登録商標）Spectroscanのような自動化された測定ステージ
でターゲットを測定する際には、該ユーザは、測定しようとするターゲットに対応する制
御チャートを選択しなければならない。このチャートメニューは、典型的には、異なるカ
スタム（custom）ターゲットのために生成された制御チャートの長いリストを含む。未熟
なユーザは、このリストから適当な制御チャートを選択することが困難であろう。加えて
、一旦ユーザがチャートを選択すれば、測定ステージにおいて多数の異なるオリエンテー
ションにより、ターゲットページ自体を志向させることができる。制御チャートの選択お
よび上記ステージにおけるターゲットオリエンテーションの両方のステップにおいてユー
ザを援助するために、本発明の本実施形態は、１つ以上の制御チャートサムネイル表現に
対応するターゲットレイアウトを表示させるために、ソフトプルーフィングを提案する。
そのサムネイルが該ユーザがまさに測定しようとするプリントと一致するチャートを、ユ
ーザが選択することができる。このサムネイルは、オリエンテーションに対して、測定ス
テージでのターゲットを準備する。これにより、ユーザに対する負荷を低減させ、かつ、
不正確なレイアウトおよび測定値の発生を減少させる。
【００３４】
　このステージでターゲットオリエンテーションを示す正しいサムネイル／イメージを生
成することができるようにするべく、次の３つの事柄がある場所で既知となっている必要
がある。すなわち、３つの事項とは、（１）ターゲットレイアウト、および、このレイア
ウトにおいて装置制御値が配置される順序（２）ターゲットを生成する際に用いられる装
置制御値に対応する予測カラー（３）このステージで測定値の順序を指定する装置制御チ
ャートオプション、である。この考えについては、多くの異なる方法により実行すること
ができる。特性付けソフトウェアは、（１）および（２）を測定ワークステーションに伝
送することができる（この後、上記ワークステーションは、特性付けソフトウェアが有す
る（３）を用いて、この特性付けソフトウェアを利用する）。あるいは、測定ステージは
、ターゲット生成ステージの前に（３）を特性付けソフトウェアに伝送することができ、
この（３）を（１）および（２）とともに用いることができる。（１）および（２）は、
測定ステージが生成するものである（この情報を送信するために、ＦＴＰのような標準ネ
ットワークプロトコルを用いることができる）。あるいは、特性付けソフトウェア自体が
（１）、（２）および（３）を生成することできる。これは、図４に示した実施形態に相
当する。
【００３５】
　ターゲットの生成（７０）時には、特性付けソフトウェアは、ターゲットレイアウトと
、ターゲットパッチについての装置制御値と、これらターゲットパッチの上記レイアウト
における配置と、についての情報を有する。対応する予測カラー値については、プリンタ
または同様のプリンタについての存在する特性付けプロファイル／モデルを用いて、取得
することができる。特性付けソフトウェアは、測定装置についてのいくつかの情報をも有
していれば、この測定装置についての測定順序を制御する装置に対する制御チャートを生
成することができる。チャートフォーマットが上記情報をサポートしていれば、測定ワー
クステーションがこれらのＲＧＢ値を表示する際に制御チャートがターゲットの正しいオ
リエンテーションと一致するように、ターゲットにおける予測カラーに対応するＲＧＢ値
を制御チャートに埋め込むことができる。２つのセクション、すなわち、レイアウトを指
定するセクションと、ユーザがターゲットを用いて測定ステージを整列するように指示さ
れた際に、スクリーンに表示するための所定のレイアウトに「そそぎ込まれる」カラー（
Ｒ、ＧおよびＢによるカラー）を含む、もう１つの選択的なセクションと、が存在する。
この整列（alignment）を行う時点で、（ａ）ユーザの印字されたターゲットにおけるカ
ラーと厳密に一致するカラーを有するターゲットと、（ｂ）測定ステージにおけるターゲ
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ットについての所定のオリエンテーションと、をスクリーン上に表示することは有益であ
る。これについては、例えば、図２に概略的に示したようなターゲットについての正確な
オリエンテーションを有する測定ステージでのチャートを示すカラーグラフィックを表示
する（７８）ことにより、実行できる。
【００３６】
　チャートフォーマットがこのような特徴をサポートしていなければ、測定ステージでの
ターゲットの物理的配置を示す代わりのイメージ／サムネイルを生成し、かつ、測定ワー
クステーションに対してこのイメージおよび制御チャートファイルの両方を与えることに
より、機能性を設けることができる。
【００３７】
　オペレータは、出力オリエンテーションおよび測定順序について妥当性確認（validati
on）８０を効果的に行うための適当なサムネイルを選択することができ、キャリブレーシ
ョンは完了する。
【００３８】
　本発明の別の実施形態が図５に示されており、この実施形態では、印字用に生成された
ターゲットに加えて、対応するパッチ（「正しい」測定についてのシーケンスにおける）
についての予測値のセットが生成される（９０）。ＤＰＳ出力生成（９２）とともに予測
値が、測定ステーションに伝送される。この測定ステーションでは、正確なシーケンスに
おける予測値を生成するためにターゲットを測定ステージに配置しなければならないので
、該ターゲットの視覚的表現を生成する（９６）ために、予測値が測定ステーションで入
手可能な制御ファイルとともに用いられる（９４）。測定値の数を用いて多数の無効な制
御ファイルを削減することができ、オペレータは、視覚的表現で示されるオリエンテーシ
ョンでターゲットを物理的に志向させることができるということをチェックすること（１
００）により、無効な制御ファイルをさらに削減しなくてはならない、ということに留意
されたい。ターゲットパッチについての予測値に加えてレイアウト情報もまた、測定ステ
ーションに含まれかつ供給されるのであれば、このレイアウト情報を入手可能な制御ファ
イルとともに用いて、動作するであろう１つ以上のものを自動的に決定することができる
。この後、対応する視覚的表現は、測定ステーションのオペレータに提供されて、キャリ
ブレーション関数を計算する（１０２）ためのターゲットを正確に志向させることの助力
となる。
【００３９】
　好ましい実施形態を参照して本発明を説明してきたが、種々の変更および修正を行うこ
とは当業者にとって明らかである。本発明者らは、本発明がこの発明の範囲内のこのよう
な均等物すべてを含むことを意図している。
【００４０】
　図１～図５は、説明のみを目的として描かれており、本発明の範囲を限定するものでは
ない。
【符号の説明】
【００４１】
　３０　測定圧盤
　３２　パッチ
　３４　測定ベッド
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